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税
務
署
で
は
、
個
人
事
業
者
を
対
象
に
、

決
算
に
あ
た
っ
て
の
留
意
事
項
、
年
末
調
整

の
方
法
、
改
正
消
費
税
法
な
ど
に
つ
い
て
決

算
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

説
明
は
２
時
間
程
度
。
個
人
事
業
者
で
あ

れ
ば
ど
な
た
で
も
出
席
で
き
ま
す
。

■
事
業(

農
業
を
除
く)

所
得
者
の
説
明
会

12
月
15
日
(水)
▼
セ
リ
オ
ン
プ
ラ
ザ(

対
象
…

秋
田
北
税
務
署
管
内
の
青
色
申
告
の
か
た)

12
月
16
日
(木)
▼
セ
リ
オ
ン
プ
ラ
ザ

12
月
17
日
(金)
▼
文
化
会
館

時
間
…
い
ず
れ
も
午
前
９
時
30
分
か
ら
と
午

後
１
時
30
分
か
ら
の
２
回

■
農
業
所
得
者
の
説
明
会

◎
対
象
…
青
色
申
告
の
か
た

12
月
８
日
(水)
午
前
10
時
〜
▼
御
所
野
の
中
央

シ
ル
バ
ー
エ
リ
ア
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

◎
対
象
…
白
色
申
告
の
か
た

①
12
月
６
日
(月)
▼
Ｊ
Ａ
新
あ
き
た
追
分
支
店

生
活
セ
ン
タ
ー

②
12
月
７
日
(火)
▼
Ｊ
Ａ
新
あ
き
た
中
央
営
農

セ
ン
タ
ー

③
12
月
８
日
(水)
▼
御
所
野
の
中
央
シ
ル
バ
ー

エ
リ
ア
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

④
12
月
10
日
(金)
▼
太
平
地
域
セ
ン
タ
ー

⑤
12
月
10
日
(金)
▼
東
部
公
民
館

⑥
12
月
13
日
(月)
▼
Ｊ
Ａ
新
あ
き
た
西
支
店

⑦
12
月
13
日
(月)
▼
Ｊ
Ａ
新
あ
き
た
四
ツ
小
屋
支
店

時
間
…
①
②
③
⑤
⑦
は
午
後
２
時
か
ら
、
④

⑥
は
午
前
10
時
か
ら

●
問
い
合
わ
せ

秋
田
南
税
務
署
個
人
課
税
第
一
部
門

tel (

８
３
３)

５
２
６
４

秋
田
北
税
務
署
個
人
課
税
第
一
部
門

tel (

８
４
５)

１
７
５
３

「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
活
か
す
Ｉア

イ

Ｓエ
ス

Ｏオ
ー

」
と
題

し
、
(財)
日
本
品
質
保
証
機
構
推
進
セ
ン
タ
ー

の
天
野
烝
治
さ
ん
が
講
演
す
る
ほ
か
、
産
学

連
携
を
推
進
す
る
事
業
化
に
関
す
る
相
談
コ

ー
ナ
ー
を
設
置
し
ま
す
。
参
加
無
料
。

と
き
／
12
月
９
日
(木)
午
後
２
時
開
場(

講
演

会
は
午
後
３
時
か
ら)

と
こ
ろ
／
ア
ル
ヴ
ェ
２
階
多
目
的
ホ
ー
ル

●
申
し
込
み

工
業
労
政
課

tel (

８
６
６)

２
１
１
４

地
価
公
示
価
格(

平
成
16
年
１
月
１
日
現

在)
と
地
価
調
査
価
格(

平
成
16
年
７
月
１
日

現
在)
を
取
り
ま
と
め
た
「
秋
田
県
地
価
要

覧
」
を
、
都
市
計
画
課
、
土
崎
支
所
、
新
屋

支
所
、
各
地
域
セ
ン
タ
ー
、
中
央
図
書
館
明

徳
館
、
土
崎
図
書
館
、
新
屋
図
書
館
で
お
見

せ
し
て
い
ま
す
。
一
般
の
土
地
取
引
価
格
の

指
標
と
し
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
国
土
利
用
計
画
法
で
は
、
一
定
面

積(

市
街
化
区
域
は
２
千
㎡
、
市
街
化
調
整

区
域
は
５
千
㎡
、
都
市
計
画
区
域
以
外
は
１

万
㎡)

以
上
の
土
地
売
買
な
ど
の
契
約
を
し

た
場
合
は
、
契
約
日
か
ら
２
週
間
以
内
に
土

地
の
権
利
取
得
者(

買
い
主)

が
市
の
都
市
計

画
課
を
通
じ
、
県
知
事
に
届
け
出
を
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

都
市
計
画
課

tel (

８
６
６)

２
１
５
５

家
屋
の
固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月
１
日

現
在
の
建
物
に
対
し
て
課
税
さ
れ
ま
す
。
家

屋
の
取
り
壊
し
や
一
部
減
少
な
ど
、
建
物
に

変
更
が
あ
っ
て
、
ま
だ
届
け
出
を
し
て
い
な

い
か
た
は
、
早
め
に
資
産
税
課
ま
で
届
け
出

を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

資
産
税
課
家
屋
担
当

tel (

８
６
６)

２
０
５
７

青
少
年
の
悩
み
や
心
配
事
は
「
わ
か
く
さ

相
談
電
話
」
に
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

来
所
で
の
相
談
に
も
応
じ
て
い
ま
す
。

相
談
日
／
平
日
の
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

(

祝
日
を
除
く)

相
談
場
所
／
市
少
年
指
導
セ
ン
タ
ー(

秋
田

MATION
●市　役　所　か　ら　の　お　知　ら　せ

INFOR-

地
価
調
査
書
の
閲
覧
と

土
地
売
買
等
の
届
け
出

３

人口 16.11.１現在

●人口／318,041人(＋24)
●男／151,463人(＋12)
●女／166,578人(＋12)
10月分・出生 207人

・死亡 198人
・転入 767人
・転出 752人

（ ）内は前月比

●世帯／127,689世帯(＋79)

家
屋
に
変
更
が
あ
っ
た
ら

早
め
に
資
産
税
課
へ

４
青
少
年
の
悩
み
や
心
配
事
は

わ
か
く
さ
相
談
電
話

５

個
人
事
業
者
の
か
た
へ

決
算
説
明
会
へ
ど
う
ぞ

１

秋
田
市
企
業
活
性
化

セ
ミ
ナ
ー
へ
ど
う
ぞ

２



ニ
ュ
ー
シ
テ
ィ
５
階
サ
ン
パ
ル
秋
田
内)

相
談
電
話
／tel (

８
６
２)

３
２
２
５

外
国
人
、
そ
の
ご
家
族
な
ど
が
対
象
で
す
。

結
婚
・
離
婚
、
労
働
、
入
・
出
国
、
在
留
資

格
な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。
相
談
無
料
。

事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

と
き
／
12
月
13
日
(月)
午
後
２
時
〜
４
時

と
こ
ろ
／
秋
田
県
中
央
男
女
共
同
参
画
セ
ン

タ
ー(

ア
ト
リ
オ
ン
６
階)

●
申
し
込
み

秋
田
県
学
術
国
際
政
策
課

tel (

８
６
０)

１
２
１
９

６
在
住
外
国
人
の
た
め
の

相
談
会

工
事
期
間
中
は
、
一
部
交
通
規
制
が
伴

い
ま
す
の
で
、
現
場
の
指
示
に
し
た
が
い

通
行
す
る
よ
う
ご
協
力
願
い
ま
す
。

側
溝
改
良
工
事
の

お
知
ら
せ

◆
市
道
土
崎
保
戸
野
線

工
事
期
間
中
は
、
午
前
９
時
か
ら
午
後

４
時
30
分
ま
で
全
面
通
行
止
め
と
な
り
ま

す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

道
路
建
設
課tel (

８
６
６)

２
１
３
３

◆
市
道
中
央
七
丁
目
北
四
丁
目
線

(

旧
国
道
・
寺
内
字
鵜
ノ
木
地
内)
(

土
崎
港
北
五
丁
目
地
内)

工
事
期
間

11
月
下
旬
〜
来
年
３
月
末(

予
定)

工
事
期
間

12
月
中
旬
〜
来
年
３
月
末(

予
定)

下水道事業の会計が、
特別会計から企業会計に
移行して２年目となる平
成15年度は、諸経費の
削減につとめましたが、
2,545万１千円の純損失

を計上して、赤字決算となりました。
公営企業の経営は、市民ニーズを満

たしながら、収益的収支(※)に大きな赤
字が出ないような経営が望ましいとい
えます。下水道部では、今後も市民が
快適に暮らせるよう、効率的で効果的
な事業経営を行い、一層の経費削減に
つとめますので、みなさまのご理解と
ご協力をお願いします。

収益的収支…その年度の企業の経営活動で発生した収入と、

その収入を得るためにかかった費用(支出)のこと。収入はサ

ービス提供の対価としての料金収入が主体で、支出はサー

ビス提供に要する人件費、光熱水費、減価償却費などです。

資本的収支…支出には、住民に対するサービスの提供を維

持したり、将来の利用増に対応し経営規模を拡大したりす

る建設改良費や、企業債(借入金)の元金償還金などを計上。

収入には、資産の取得などに要する資金である企業債(借入

金)や国からの補助金などを計上します。

平成15年度のおもな下水道事業

●金足・飯島・新藤田・手形・広面・仁井田・四ツ小
屋・下浜・浜田・添川地区の下水管を整備

●広面地区などの下水道流入量の増加に伴い、広面
ポンプ場の電気設備および機械設備を増設

●八橋終末処理場の汚泥脱水機の
機械設備および電気設備を更新

平
成
15
年
度

下
水
道
決
算

問い合わせ 下水道総務課tel(864)1411

汚水１ｍをきれいな水にする
ための費用は240円。汚水処理の
費用は全額下水道使用料で賄うことが理想です
が、秋田市では下水道使用料で185円を負担し、
残りの55円は税金で賄う形になっています。
下水道は多くの時間とお金をかけて作ってい

ます。ゴミや油を排水溝に流すなど台所でのマ
ナーが悪いと、下水管がつまったり、処理場で
処理しにくくなり、余計なお金がかかりますの
で、ご注意ください。

もうすぐ訪れる“冬将軍”の到
来に備え、市では11月15日、除
排雪対策本部を設置しました。本部では、今年度も24時
間体制で雪に対応しますが、除排雪にはどうしても市民
のみなさんの力が必要です。玄関先の雪寄せや町内が協
力して行う生活道路の除排雪など、この冬も市民のみな
さんのご理解とご協力をお願いします。

除排雪対策本部tel(864)3643問い合わせ

除排雪対策本部を設置

雪の季節に
なりますね…

汚
水
１
ｍ
を
処
理
す

る
費
用
240
円
の
内
訳
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※

New G3
台所でのマナーは守ってケロッ！




